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日笠山貝塚（兵庫県高砂市）から採取された貝類遺骸の 14C 年代
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貝塚（兵庫県高砂市）で採取された貝類遺骸について，加速器質量分析計を用いた放射性炭素に

よる年代測定を行った．ハマグリ（Meretrix lusoria）とハイガイ（Tegillarca granosa）の 14C 年代値

は 3240 ± 40 yrs BP と 3540 ± 30 yrs BP を示し，暦年代較正の結果（2σ範囲）はそれぞれ 3200 ～

2930 cal BP と 3520 ～ 3350 cal BP であった．以上の結果から，日笠山貝塚の形成期は縄文時代後・晩

期を含んでいることが確認された．
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貝塚は，高砂市曽根町の日笠山（標高 62.4 m）

の山麓に立地し，兵庫県の瀬戸内海沿岸域から報告され

た唯一の縄文時代の貝塚遺跡である（喜谷，1992；間

壁，2007）．この貝塚の存在は 1950 年頃より地元の人

たちに知られていたが，学術的な調査は 1962 年に加古

喜市氏によって試掘され，縄文貝塚であることが確認さ

れたことによる（喜谷，1992；間壁，2007）．その後，

本格的な発掘調査が 1963 年（第 1次発掘），1964 年（第

2次発掘）および 1966 年（第 3次発掘）の三回にわ

たって実施された．その調査により，貝塚はおよそ 10 

m× 40 m の範囲に形成された小規模な遺跡であるこ

とや，貝塚を構成する貝類遺骸としてハマグリが 50%，

ハイガイとマガキがそれぞれ 10%を占めることが明ら

かにされた（高砂市教育委員会編，1964，1968）．貝

類遺骸では，これらのほかに二枚貝類 8種，腹足類 13

種が報告され，魚類ではマダイ，クロダイ，マフグ科

の一種の魚骨が記録されている（高砂市教育委員会編，

1968）．

この貝塚では縄文時代の埋葬人骨も発見されている．

人骨は骨盤や関節部分が若干くずれていたものの，ほぼ

完全に保存され，屈葬の状態で埋葬されていた（高砂市

教育委員会編，1964）．遺跡の年代は，出土した土器か

ら縄文時代前期～晩期にわたると推定されているが，人

骨とともに墓壙から出土した土器はすべて縄文時代晩期

に属するとされている（高砂市教育委員会編，1964）．

以上のように，日笠山貝塚は兵庫県の瀬戸内海側で発

見された貴重な貝塚遺跡でありながら，それが形成され

た年代に関する情報は出土した土器編年による相対的な
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図１　日笠山貝塚（高砂市）の位置図

図Ａ中の矢印は高砂市域（図Ｂ）の位置を示す．図Ｂの作

成には国土地理院発行５万分の１地形図「高砂」の一部を

使用した．

ものしかなく，自然科学的な手法による年代測定はこ

れまでなされてこなかった．そこで今回，高砂市教育委

員会が保管する発掘時に採取された貝類遺骸の試料を用

い，放射性炭素による年代測定を行った．以下に，その

測定結果について報告する．

遺跡の立地と層序

　貝塚は播磨灘沿岸，高砂市日笠山の山麓を南北に走

る丘陵の南端がやや東折した部分の北斜面（標高 2～ 4 

m）に位置する（高砂市教育委員会編，1964；喜谷，

1992）（図 1）．図 2は発見当時と現在の遺跡の立地状

況を示す．高砂市教育委員会編（1968）および間壁

（2007）によると，遺跡の土層は以下のように第 1～ 5

層に区分される（図 3）．すなわち，上位より，耕土お

よび攪乱貝層，淡黒褐色混貝土層，黒褐色混土貝層（貝

類遺骸の含有量多い），黒褐色混貝土層，および黒色混

貝土層（貝類遺骸の含有微量）から構成される．貝類遺

骸の含有層（貝層）の層厚は約 1 mに及ぶが，多産す

る層準は中央部の第 3層であったことがわかる．また，

縄文人骨の発見された墓壙は，貝塚の南端，貝塚の最上

部の地山と貝層の接する部分（図 3）に東西方向に長く

楕円形に掘られていた（高砂市教育委員会編，1964）．

放射性炭素による年代測定

貝塚の形成年代を明らかにするために，高砂市教育委

員会が保管する貝類遺骸の試料から，ハマグリとハイガ

イ（図４）を放射性炭素年代測定の試料に用いた．こ

れらの試料の産出層準は図 3の貝層のいずれかである

が，試料に層準記載がなかったため，両者が同一土層か

ら産出したのか否かも不明である．各試料について加

速器質量分析計（AMS）による 14C 年代測定を行った．

AMSによる年代測定は（株）加速器分析研究所に依頼

した．14C 年代値は安定同位体比（δ13C）補正を行い，

炭素の半減期を 5568 年として算出された．得られた
14C 年代値は，Reimer et al.（2004）による較正デー

タ IntCal04を用いた年代補正プログラム（CALIB5.0.2）

（Stuiver et al., 2005）で暦年代値に変換した（表１）．

図２　日笠山貝塚の立地を示す発見当時と現在の写真

　　　日笠山山麓の東斜面から貝塚を望む．矢印が貝塚の位置を示し，写真左上の遠方に竜山が見える．（発見当時の写真は高砂市教育委

員会提供）
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表１　日笠山貝塚で採取された貝類試料のAMS-14C 年代測定結果

–

–

図４　日笠山貝塚で採取された貝類遺骸

　　　14C 年代測定に用いた二種を示す．１，２：ハイガイTegillarca granosa，３：ハマグリMeretrix lusoria．いずれも原寸大．高砂

市教育委員会所蔵．

図３　発掘調査時の日笠山貝塚と土質断面図

　　　土質断面図は高砂市教育委員会編（1968）および間壁（2007）にもとづく．英数字 1～ 5は区分された遺跡の土層を示す．左写

真と右図の土質断面の矢印範囲がほぼ対応する．（発掘調査時の写真は高砂市教育委員会提供）






